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Abstract
　This study introduces the determinant factors in Japanese life of EPA Indonesian 
nurse-candidates. What are considered here are not the social factors, but individual 
factors which are based on the interaction with Japanese people and life in Japan. 
These are more important for speaking about “I” rather than as “nurse-candidates”. 
Conclusions reached here are based on data collected from life story interviews. 
1 ．はじめに
　日本インドネシア間の EPA（経済連携協定）に基づき，2008 年より実施されてきた看








らは 2012 年までに 392 人が来日し，日本の看護師資格取得をめざしてきた。しかしながら，
1 ） 日本語能力試験 N2（旧 2 級）以上の取得者又は所要期間の日本語教育を受けた者
28
大阪産業大学論集　人文・社会科学編　19
看護師国家試験合格者数は伸び悩む。来日初年度である 2008 年度は受験者数 82 人に対
して合格者数 0 人，2009 年度は受験者数 254 人に対して合格者 3 人，2010 年度が受験者
数 398 人に対して合格者 16 人，2011 年度は受験者数 415 人に対して合格者 47 人でよう
やく合格率が 11.3 パーセントと 10 パーセントを超えたものの，2013 年 3 月に行われた第

































































































　本稿では 2012 年 1 月から 6 月の間に行ったインタビューのうち 2 人のインタビューを
取り上げる。2 人は 2009 年に来日し，EPA インドネシア人看護師候補者としては 2 期目
にあたる。インタビューの時点では，2012 年 2 月の国家試験受験を終えたあとで，結果は，
31
EPAによるインドネシア人看護師候補者の滞日決定要因（中谷潤子）
2 人とも不合格だった。もともとは来日 3 年以内に日本の看護師国家試験合格をめざさな
ければならないとされていたが，厚生労働省が 1 年延長を特例として定めたため，2 人も，
もう 1 年滞在を延長し 2013 年の合格を目指すと決めた段階であった。
表 1　調査協力者のプロフィール
性別 年齢 配偶者 来日時 所属病院の種別
A 女 28 なし 2009 リハビリ / 内科



















































Ａ　 8 時から，えーっと 5 時までかな。8 時から 5 時までずっと勉強して，あと，この間







4 か月，違うかな，私 4 か月勉強して，もうしゃべれました。

































　A が勤める病院には，全部で 4 人のインドネシア人看護師候補者がいる。そして，同
グループの他の病院にも 4 人いる。8 人は，毎日 9 時から 15 時までが仕事で，15 時半か



























　そして，来日 3 年が経った 2012 年 2 月の看護師国家試験にも合格せず，もう 1 年延長
して 2013 年の受験に挑戦する決意をする。



























































































































帰国することとなる。そして一人残った B は，2012 年の看護師試験に合格できず，A 同
様延長し，2013 年の看護師試験受験を決意する。結局妻は，日本で看護師資格を得るこ
とができず，3 人の子どもとともにインドネシアで生活し，家族は別々になってしまった。
　現在 B は，正看護師としては働いていないため，A 同様，仕事の時間以外に勉強の時






















Ｂ　 ここでは，すべてが看護師。1 日の 20…，わー，毎日，食べる，飲む，風呂，多分ハー
































Ｂ　 あ，そうしたい。そうしたいと思っている。長くここに住みたい。あの，喘息 ? 喘息。
Ｊ　 誰が？




























































にいたかもしれないと言っている。また，B が A と異なるのは，看護師だったことが来




















































　また，2 人を取り巻く環境が 2 人の滞日要因となるということは，周囲にとっても 2 人
が「いてほしい」存在であることも忘れてはならない。中山（2007）では，韓国人留学生
が日本人学生とのネットワークの形成が，言語上達の鍵となり，逆に自身の「文化資本」
の価値を活かすという互恵性をもっていることに言及している。本研究での A も B も職
場環境にも満足し，1 年延長を望まれた。これは，日本人とのネットワーク形成がなされ，
それが互いに作用し合った結果であることはいうまでもない。
　このように，A と B のライフストーリーからは，看護師としての「私」より日本社会の「私」
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